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『評価校マニュアル』

Ⅱ. 自己点検・評価報告書作成マニュアル

「1. 自己点検・評価報告書等の作成」（pp.14-17）

自己点検・評価の仕方と
その記述
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【基準Ⅰ建学の精神と教育の効果】
［テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神］

＜根拠資料＞
○○○○○○､○○○○○○○○○○…………

［区分 基準Ⅰ-A-1 建学の精神を確立している。］
※当該区分に係る自己点検・評価のための観点
（1）建学の精神は短期大学の教育理念・理想を明確に示している。

＜区分 基準Ⅰ-A-1の現状＞
○○○○○○､○○○○○○○○○○…………

＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の課題＞
○○○○○○､○○○○○○○○○○……………………

＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の特記事項＞
○○○○○○､○○○○○○○○○○……………………

＜基準Ⅰ建学の精神と教育の効果の改善状況・改善計画＞
(a) 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した
行動計画の実施状況
○○○○○○､○○○○○○○○○○……………………

(b) 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画
○○○○○○､○○○○○○○○○○……………………

マニュアル （pp.14-15）

［様式5～8］基準Ⅰ～Ⅳ ※ 各基準の「記述項目」

関係する提出資料・備付資料を記述

当該区分の現状を記述

当該テーマの課題を記述

(a)：前回評価の報告書に記述し
た行動計画の実施状況を記述
（b）：今回の「改善計画」を記述

特長的な取組みや、成果をあ
げている事項を記述（任意）
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［様式5～8］基準Ⅰ～Ⅳ:報告書の作成例

【基準Ⅰ建学の精神と教育の効果】
［テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神］

＜根拠資料＞

提出資料 1 ○○○○○、2 ○○○○第X条、3 ○○○○○○○
備付資料 1 ○○○○○○○○○、2  ○○○○○○
備付資料-規程集 1 ○○○○○○○○、2 ○○○○○、3

［区分 基準Ⅰ-A-1 建学の精神を確立している。］
※当該区分に係る自己点検・評価のための観点
（1） 建学の精神は短期大学の教育理念・理想を明確に示している。
（2） 建学の精神は教育基本法及び私立学校法に基づいた公共性を有している。
（3） 建学の精神を学内外に表明している。
（4） 建学の精神を学内において共有している。
（5） 建学の精神を定期的に確認している。

┋

様式5－基準Ⅰ

［注意］第3評価期間
は「※当該区分に係
る自己点検・評価の
ための観点」を記載。

マニュアル （p.16）

※規程等の場合、

必要があれば条
項も記述。

①テーマの＜根拠資料＞
※ 当該テーマの根拠資料

（提出資料・備付資料・備付
資料-規程集の番号及び資
料名）を記述。
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［様式5～8］基準Ⅰ～Ⅳ:報告書の作成例（続き）

┋
＜区分 基準Ⅰ-A-1の現状＞

建学の精神は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯（提出-1）◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯
◯◯（備付-2）、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯
◯（備付-規程集2～3）。
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯、

◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯…………

［区分 基準Ⅰ-A-2 高等教育機関として地域・社会に貢献している。］
※当該区分に係る自己点検・評価のための観点
（1） 地域・社会に向けた公開講座、生涯学習事業、正課授業の開放（リカレント

教育を含む）等を実施している。
（2） 地域・社会の地方公共団体、企業（等）、教育機関及び文化団体等と協定を

締結するなど連携している。
┋

＜区分 基準Ⅰ-A-2の現状＞
┋

様式5－基準Ⅰ

※ 記述内容に関係する提出
資料、備付資料及び備付資
料-規程集の資料番号を、文

の該当箇所（初出箇所）の後
に括弧書きで付す。

②区分の＜現状＞
※ 各観点についての点検･評価
結果を、原則、観点の順に記述。
（その際、観点は見出しとして記載
しない。）
※ 観点の下の細目ついては観点
の中に含めて記述。

マニュアル （p.16）
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［様式5～8］基準Ⅰ～Ⅳ:報告書の作成例（続き）

┋
＜区分 基準Ⅰ-A-1の現状＞
建学の精神は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯（提出-1）◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯
◯◯（備付-2）、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯
◯（備付-規程集2～3）。
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯、

◯◯◯◯◯◯…………

┋
＜区分 基準Ⅰ-A-2の現状＞
地域・社会への貢献は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯…………

┋

＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の課題＞
◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、

◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯…………

＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の特記事項＞
◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯、 ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯、 ◯◯◯◯…………

様式5－基準Ⅰ

③テーマの＜課題＞
※ 区分の＜現状＞を踏まえ、
課題を記述。
※ ＜課題＞には問題点だけで
なく、今後更に向上・充実させる
ために必要な点も含めて記述。

④テーマの＜特記事項＞
※ 特長的な取組みや成果をあげている事
項があれば記述（任意）。

マニュアル （p.16）
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┋
［テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果］
＜根拠資料＞
＜区分 基準1-B-1～3の現状＞
＜テーマ基準1-B 教育の効果の課題
＜テーマ基準1-B 教育の効果の特記事項

┋
［テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証］
＜根拠資料＞
＜区分 基準1-C-1～2の現状＞
＜テーマ基準1-C 内部質保証の課題＞
＜テーマ基準1-C 内部質保証の特記事項＞

┋

＜基準Ⅰ建学の精神と教育の効果の改善状況・改善計画＞
(a) 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書
に記述した行動計画の実施状況
◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯…………

(b) 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画
◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯…………

様式5－基準Ⅰ

⑤基準の＜改善状況・改善計画＞
※ 第2評価期間の評価の際、報告
書に記述した行動計画の実施（改
善）状況を（a）に記述。

※ （b）には、テーマの＜課題＞を踏まえ、
工程等も含めて改善計画を記述。

［様式5～8］基準Ⅰ～Ⅳ:報告書の作成例（続き）
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自己点検・評価の留意点

第2評価期間の「三つの意見」の
指摘事項を中心に
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※ 第2評価期間から指摘対象となった主な課題

基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果 テーマ C 「自己点検・評価」

• 前回の認証（第三者）評価時以降、自己点検・評価報
告書が公表されておらず、点検・評価活動に関する定期
的な公表がなされていない。

基準Ⅱ 教育課程と学生支援 テーマ A 「教育課程」

• 成績評価の方法に「出席による加点」が含まれている。（平
成30年度より「欠席による減点」も指摘）

基準Ⅲ 教育資源と財的資源 テーマ B 「物的資源」

• 防災訓練に学生が参加していない。

向上・充実のための課題

8
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基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果

テーマ B 「教育の効果」

① 学科・専攻課程ごとに、人材の養成に関する目的その他
の教育研究上の目的が学則等に定められていない。

② 学習成果が（学科・専攻課程ごとに）明確に表明されてい
ない。（※ 基準ⅡのテーマAも併せて「早急改善」の指摘となる。）

テーマ C 「自己点検・評価」

① 自己点検・評価報告書の公表が学内にとどまっており、学
外に公表されていない。

9

早急に改善を要すると判断される事項
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基準Ⅱ 教育課程と学生支援

テーマ A 「教育課程」

① 学習成果及び三つの方針が専攻課程ごとに定められてい
ない（複数の専攻課程が同じ内容になっている）。

② 学生募集要項に入試方法の区分ごとの募集人員が明
記されていない。

③ 授業期間内に定期試験が組まれるなど、短期大学設置
基準に従って1単位当たり15時間の授業時間が確保され
ていない。

10

早急に改善を要すると判断される事項
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基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス

テーマ B 「学長のリーダーシップ」

① 学則、教授会規程の教授会の役割が学校教育
法にのっとって規定されていない。

11

早急に改善を要すると判断される事項
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基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス

テーマ C 「ガバナンス」

① 監事が出席していない理事会、評議員会が（複数回）開催
されており、業務監査が適切に行われていない。

② 評議員会は全て同日の理事会の後に開催され、評議員会
にあらかじめ諮問すべき事項への対応がなされていない。

③ 評議員が寄附行為に定められている人数を満たしていない。

④ 理事会、評議員会の委任状提出者を出席者とする規定に
反して、議事録では欠席者としている。

⑤ 公表が義務付けられている教育情報の一部が公表されてい
ない（又は不十分なものがある）。

12

早急に改善を要すると判断される事項
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第1評価期間の認証（第三者）評価時に「向上・充実のため
の課題」で指摘された事項が、第2評価期間の評価時も改
善されておらず、「早急改善」となった事例

 評価校は、第2評価期間の評価結果に「向上・充実」の指摘事項が
ある場合、点検・評価を行い、その結果を自己点検・評価報告書
「（5）課題等に対する向上・充実の状況」の①（前回評価の「向上・
充実のための課題」で指摘された事項への対応）に記述。

 また、評価結果に「早急改善」の指摘事項がある場合は、同じく報告
書の（5）の③（前回評価の「早急に改善を要すると判断される事項」
で指摘された事項の改善後の状況等）に記述。

13

その他の留意点

併設大学との合同教授会に関する規定（程）が整備されてお
らず、前回の認証（第三者）評価時に課題として指摘された事
項が改善されていない。
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[注意］区分「基準Ⅲ-D-2」（※）について

(a) 日本私立学校振興・共済事業団の「定量的な経営判断
指標に基づく経営状況の区分（法人全体）平成27年度～」の
B1～D3に該当する学校法人は、経営改善計画を策定し、自
己点検・評価報告書に計画の概要を記載する。

改善計画書類自体は備付資料とする。

（b）文部科学省高等教育局私学部参事官の指導を受けてい
る場合は、その経過の概要を記述する。

その他の留意点

14

（※）記述する区分の変更
（平成31年度用マニュアル）区分「基準Ⅲ-D-1」から

（令和3年度用マニュアル） 区分「基準Ⅲ-D-2」へ変更

マニュアル （p.44）
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本協会による認証評価結果の公表とは別に、評価校
は自らのウェブサイトに評価結果を掲載し、公表してくだ
さい。評価結果を掲載する際には、本協会に提出した
自己点検・評価報告書（様式1～17）を併せて掲載して
ください。なお、自己点検・評価報告書の記載内容につ
いて誤字・脱字等の修正を行う場合は、正誤表により対
応してください。

また、公表に当たっては、個人情報の取扱いに十分注
意してください。

15

評価校による認証評価結果等の公表について

マニュアル （p.11）


